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商品コンセプト「定番である為に」は崩すことなく、 

杜氏就任 3 年目の有輝杜氏が日々ブラッシュアップを積み重ね、 

『特別純米酒 神の穂』は『ワイングラスでおいしい日本酒アワード 2022』 

メイン部門で金賞を受賞することが出来ました。 

            

『MK-1』 という酢イソ系の酵母（文章が長くなるので、詳しい説明は酒販店の皆様に丸

投げさせていただきます(^^)/）を使用しているので、 

個人的にはぬる燗～熱燗など比較的高い温度帯で飲まれる方が多い商品だと認識していま

したが、この受賞を機に低い温度帯もおススメしていこうと思います。 

 

また、口のやや広いワイングラスを使っていただくことで、口・鼻が覆われて、 

穏やかな吟醸香もよりふくよかに、より豊かに感じられます。 

 

筑前煮などの煮物にも、ゴーヤチャンプルーやチンジャオロースなどの炒め物にも、 

食中酒として「特純・神の穂」のペアリングを愉しんでいただければ幸いです。 

やっと吟醸酒も全て搾りを終え、蔵では緊張感もひと段落してきました。 
  
1 月号の通信のうらがわでもお話ししたように、 
今年は１BY,２BY と比べて山田錦が溶けやすい年でした。 
（聞くところによると平成 28 年の酒造りが参考になるらしいですが、 
全ての吟醸酒を搾ってから初めて知りました…。） 
 
お米の溶けがよいと、醪の中の糖分などの濃度が高くなるので、 
水を加えてやり酵母の発酵を助けてあげる必要が出てきます。 
 
毎年、ある程度は合計どれくらい水を入れるか決めているのですが、 
今年は例年以上に水を多く入れる造りとなりました。 
 
その為、今年の山田錦の大吟醸、純米大吟醸はいつもよりやや少し甘みが
少なくなっています。 
（おそらく前の杜氏の酒質に少し寄っているような気もします。） 
 
酒造りでは、米や気候などの条件がその年によって異なるので、 
『毎年が 1 年生』という言葉があります。 
今年で杜氏になって 3 年目の酒造りでしたが、 
「3 回目の 1 年生」だったなぁとしみじみと感じました。 
 
今後も初心を忘れずに励んで行こうと思います。 
 
 

 ワイングラスでおいしい日本酒アワード 2022 三部門にて金賞受賞。 

～忍びの里からお届けいたします～ 

各種 SNSも更新中ですヽ(^o^)丿 

2022 年 4 月 Vol.023 

半蔵 HPはこちら♪ 

使用米/山田錦 
精米歩合/40％ 

アルコール度数/16% 

飲酒は 20 歳になってから。 

720ml \3,300(税込) 
1.8L ￥6,380(税込) 

ご報告 

蔵元杜氏 大田有輝 
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720ml \1,430(税込) 
1.8L \2,750(税込) 
アルコール度数/15 度 
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[蔵人 古家 康] 

メイン部門：特別純米酒神の穂 プレミアム大吟醸部門：大吟醸伊賀山田錦 プレミアム純米部門：純米吟醸旨口生原酒 

 

tel:0595-21-4709


今回の「半蔵通信のうらがわ」を担当させて頂く、治部(じべ)です。 
よろしくお願いします。 

 
朝晩はまだ冷える事もありますが、寒さもだいぶとおさまり桜の季節がやってきました。 

ハードな日々が続いている酒造りも、まだまだ忙しくはありますが、 
ややゴールが見えてきてもうひと踏ん張りです。 

 
僕のメイン業務である濾過・瓶詰めはというと、お酒が続々と出来上がってきているので、 

瓶詰めラッシュでこちらもバタバタとした日が続いています。 
毎年 4月下旬には仕込みは終わるのですが、 

新酒の瓶詰めは 6月上旬頃まで続くので、まだまだ気合いを入れて頑張ります！ 
 

そんな忙しい中に、思わぬ出来事が… 
帯状疱疹(たいじょうほうしん)にかかってしまい、寝込んでしまいました💦 

これが本当に痛くて痛くて(*_*) 
数日間は、食事と風呂以外はずっと布団で横になっていました。 

 
そのまま仕事に復帰して動けなかったら駄目だと思って、 
やや動けるようになってから歩く事にしていました。 

最初は子供の集団登校の集合場所について行くだけでフラフラ💧 
毎日少しずつ歩く時間を増やしていたら、 
だんだんと歩く事に目覚めてしまい、 

仕事に復帰後も、休みの日は朝１時間程歩くようになりました(#^^#) 
 

歩いていると、車で通っていたら気付かない事にも気付けて、 
色々な事に敏感になれる気がします。 

花の咲き初めに気付いて、変わっていく景色に季節感を感じたり、 
子供たちが頑張って登校している変わらない光景にほっこりしたり。 

今では運動の為というより、心をリフレッシュする大切な一人時間になっています♪ 
 

帯状疱疹になって、父や姉からは「歳やなぁ」と言われるのですが、 
半年程前に小学２年生の姪っ子もかかり、 
年齢だけが原因じゃないぞと思いました。 
ただ、散歩に楽しみを感じている自分は 

やはり歳をとったなぁとも思ってしまいますね(^^;) 

～忍びの里からこっそりお届けいたします～ 

 
今回担当させていただきました。 

治部(じべ)です 

Vol.020 

最後までお読みいただきありがとうございます。 
 

治部 雅弘 

 


